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奈
良
西
部
公
民
館

『
日
本
書
紀
』
が
語
る
神
武
天
皇
の
誕
生

二
〇
二
一
年
三
月
十
九
日
（
金
）

楽
し
い
記
紀
巡
り

―
―

大
和
で
の
決
戦
―
―

大
阪
市
立
大
学
研
究
員

岡
田
高
志

■
こ
の
資
料
を
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
る
方
へ

は
じ
め
ま
し
て
！

大
阪
市
立
大
学
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
（
古
代
日
本
文
学
専
攻
）
の
岡
田
高
志

お
か

だ

た
か

し

と
申
し
ま
す
。
奈
良
西
部
公
民
館
主
催
「
『
日
本
書
紀
』
が
語
る
神
武
天
皇
の
誕
生

―
―

大
和
で
の
決
戦

―
―
」

の
講
座
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ

か
か

ら
ず
、
新
型
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
、
参
加
者
の
定
員
を
制
限
（
密
集
を
避
け
る
た
め
）
、
当
日

は
ご
参
加
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
方
を
多
く
出
し
て
し
ま
い
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
善
の
策
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
自
宅
で
も
当
日
の
講
座
内
容
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
配
付
資
料
に
、
さ
さ

や
か
な
解
説
（
「
▽
」
マ
ー
ク
の
付
い
て
あ
る
箇
所
）
を
付
け
て
稿
に
起
こ
し
た
次
第
で
す
。
外
出
の
自
粛
が
推
奨

さ
れ
る
中
、
ご
自
宅
に
て
、
古

の
物
語
―
―
、
日
の
出
づ
る
東
方
を
指
し
て
、
遙
か
な
旅
を
続
け
た
、
第
一
代｢

神

い
に
し
え

武
天
皇｣

の
伝
承
に
想
い
を
馳
せ
、
新
た
な
感
動
と
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
想
い
を
抱
い
て
い
た
だ
け
た
ら･

･
･
･
･
･

。

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
文
章
を
綴
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
一
時
の
空
想
の
旅
路
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

安
全
に
講
座
の
行
え
る
時
節
を
待
っ
て
、
み
な
さ
ま
の
前
で
、
新
た
な
お
話
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
日
を
心
待
ち
に

し
て
お
り
ま
す
。

岡
田
高
志

謹
白
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■
神
武
天
皇
の
血
統

▽
物
語
に
入
る
前
に
神
武
天
皇
の
血
統
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

天
照

大

神(

太
陽
神)

の
孫
、
瓊
〻
杵

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ
ミ

ニ

ニ

ギ
ノ

尊

が
山
の
神
の
娘
「
鹿
葦
津
姫
」
を
妻
と
し
、
生
ま
れ
た
の
が
「
彦
火
〻
出
見
尊

」
。
さ
ら
に
、
か
ら
二

ミ
コ
ト

カ

シ

ツ

ヒ
メ

ヒ
コ

ホ

ホ

デ

ミ
ノ
ミ
コ
ト

代
に
渡
る
海
の
神
の
娘
と
の
交
合
を
通
し
て
生
ま
れ
た
四
人
兄
弟
の
末
っ
子
が
「
神
日
本
磐
余
彦
（
火
〻
出
見
）

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ハ
レ
ヒ
コ

ホ

ホ

デ

ミ
ノ

尊

」
、
す
な
わ
ち
、
第
一
代
〝
神
武
天
皇
〟
な
の
で
す
。

ミ
コ
ト

【
神
武
天
皇
簡
易
系
図
】

天

忍

穂
耳

尊

天
津
彦

〻

火
瓊
〻
杵
尊

火
闌

降
命

（
海

幸

彦

）

ア
メ
ノ
ヲ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

ア
マ
ツ
ヒ
コ
ヒ
コ
ホ
ノ
ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

ホ
ス
ソ
リ
ノ
ミ
コ
ト

ウ
ミ
サ
チ
ヒ
コ

彦
火
〻
出
見
尊

（
山

幸

彦

）

ヒ
コ
ホ

ホ

デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

ヤ
マ
サ
チ
ヒ
コ

大

山

祇
神

鹿
葦
津
姫

火
明

命

オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ

カ

シ

ツ
ヒ
メ

ホ
ア
カ
リ
ノ
ミ
コ
ト

（
木

花

開

耶
姫

）

彦
波
瀲
武
鸕

草

葺
不

合
尊

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ

ヒ
コ
ナ
ギ
サ
タ
ケ

ウ

カ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
ノ
ミ
コ
ト

鳥茲

海

神

豐

玉

姫

ワ
タ
ツ
ミ

ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ

玉

依

姫

タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ

五

瀬
命

イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト

稲

飯

命

イ
ナ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト

三
毛
入

野
命

ミ

ケ
イ
リ
ノ
ノ
ミ
コ
ト

神
日
本
磐
余
彦

（
火
〻
出
見
）
尊

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ハ
レ
ヒ
コ
ノ

ホ

ホ

デ
ミ
ノ

ミ
コ
ト
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■
東
遷
の
決
意

▽
「
神
日
本
磐
余
彦
尊

」
の
東
遷(

東
に
進
む
こ
と)

の
決
意
、
及
び
大
和
ま
で
の
旅
を
『
日
本
書
紀
』
の
本
文

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ハ
レ
ヒ
コ
ミ
コ
ト

(

書
き
下
し
文

原
文
は
漢
文)

と
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
見
て
参
り
ま
す
！

〈
四
十
五
才
〉

(｢

高
皇
産
靈
尊｣

＝
世
界
の
創
成
の
際
に
現
れ
た
、
造
化
三
神
の
一
柱)

年
卌

五
歳
に
及
び
て
、
諸

の
兄
及
び
子
等

に
謂

り
て
曰
は
く
、
「
昔
、
我
が
天

神

、
高
皇
産

靈
尊

し
じ
ふ

ご

も
ろ
も
ろ

た
ち

か
た

い

わ

あ
ま
つ
か
み

タ
カ

ミ

ム
ス
ヒ
ノ
ミ
コ
ト

(｢

大
日
孁
尊｣

＝
天
照
大
神
の
古
称)

(｢

豐
葦
原
瑞
穗
國｣

＝
高
天
原
か
ら
見
た
地
上
の
呼
称)

(｢

彦
火
瓊
〻
杵
尊｣

＝
天
よ
り
降
っ
た
、
天
照
の
孫)

・
大
日
孁
尊

、
此
の
豐
葦
原
瑞
穗
國
を
擧
げ
て
、
我
が
天

祖

彦
火
瓊
〻
杵
尊

に
授
け
た
ま
へ

オ
ホ
ヒ
ル
メ
ノ
ミ
コ
ト

こ

ト
ヨ
ア
シ
ハ
ラ
ミ
ヅ
ホ
ノ
ク
ニ

あ

あ
ま
つ
み
お
や
ヒ
コ
ホ
ノ

ニ

ニ

ギ
ノ
ミ
コ
ト

〈
天
の
御
門
を
開
け
て
雲
の
道
を
押
し
開
き
、
先
払
い
を
駆
け
さ
せ
、
こ
の
地
に
至
り
留
ま
っ
た
。〉

り
。
是
に
、
火
瓊
〻
杵
尊

、
天
關
を
闢
け
雲
路
を
披
き
、
仙
蹕
を
駈
け
し
め
て
戻
り
止

る
。
是
の
時
、

こ
こ

ホ
ノ

ニ

ニ

ギ
ノ
ミ
コ
ト

あ

ひ
ら

せ
ん
ひ
つ

か

い
た

と
ど
ま

こ

(｢

鴻
荒｣

・｢

草
昧｣

＝
天
地
が
で
き
た
ば
か
り
の
荒
涼
・
混
沌
た
る
状
態)

〈
そ
ん
な
暗
い
世
の
中
で
も
、
正
し
き
道
を
修
め
、
こ
の
西
の
辺
境
を
治
め
た
〉

運
鴻
荒

に
屬
り
、
時
草
昧
に
鍾
れ
り
。
故
、
蒙
く
し
て
正
を
養
ひ
て
此
の
西
の
偏

を
治
む
。
皇
祖
皇
考
、

よ

こ
う
く
わ
う

あ
た

と
き

あ
た

か
れ

く
ら

こ

ほ
と
り

(｢

聖｣

＝
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
通
達
し
た
賢
者)

乃

ち
神
乃

ち
聖
に
し
て
、
慶

を
積
み
暉

を
重
ね
て
、
多
く
年
所
を
歴
ね
た
り
。
天

祖

の
降
り
し

す
な
は

す
な
は

よ
ろ
こ
び

ひ
か
り

と

し

か
さ

あ
ま
つ
み
お
や

く
だ

〈
だ
が
、
遠
く
遙
か
な
る
地
は
、
や
は
り
、
未
だ
に
〉

跡
よ
り
以
て
今
に
一
百
七
十
九
萬
二
千
四
百
七
十
餘
歳
に
逮
ぶ
。
而
れ
ど
も
、
遼
く
邈
か
な
る
地
、
猶

未

も
つ

お
よ

し
か

と
ほ

は
る

な
ほ
い
ま

〈
天
皇
の
徳
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
〉
〈
大
き
な
邑
に
は
主
が
お
り
、
小
さ
な
村
に
は
長
が
い
て
〉

〈
境
界
を
分
け
て
、
〉

〈
互
い
に
争
い

だ
王
澤
に
霑

は
ず
。
逐
に
邑
に
君
有
り
、
村
に
長
有
り
て
、
各

自

ら
疆

を
分
ち
て
、
用
て
相
凌
ぎ
躒

う
る
ほ

む
ら

き
み

を
さ

お
の
お
の
み
づ
か

さ
か
ひ

わ
か

も
つ

う
ご

〈
騒
い
で
お
り
ま
す
。
〉

(｢

鹽
土
老
翁｣

＝
神
武
の
祖
父
「
ホ
ヲ
リ
ノ
ミ
コ
ト｣
を
助
け
、
海
神
の
宮
に
導
い
た
と
さ
れ
る
神)

か
し
む
。
抑

又
、
鹽
土

老
翁
に
聞
く
。
曰
は
く
、
『
東
に
美
き
地
有
り
。
青
山
四
を
周
れ
り
。
其
の

そ
も
そ
も

シ
ホ
ツ
ツ
ノ

ヲ

ヂ

い

よ

よ
も

め
ぐ
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(｢

天
磐
船｣

＝
岩
で
造
ら
れ
た
空
飛
ぶ
船)

〈
大
い
な
る
天
皇
の
行
い
を
広
め
〉

に
亦
、
天

磐
船
に
乘
り
て
飛
び
降
る
者
有
り
』
と
。
余
謂
ふ
に
、
彼
の
地
は
、
必
ず
以
て
大
業
を
恢
弘

ま
た

ア
メ
ノ
イ
ハ
フ
ネ

く
だ

わ
れ
お
も

も
つ

ひ

ろ

(｢

光
宅｣

＝
天
皇
の
徳
が
天
下
を
照
ら
し
満
ち
る
こ
と)

(｢

六
合｣

＝
天
・
地
・
東
・
西
・
南
・
北)

め
、
天
下
を
光
宅
す
る
に
足
る
べ
し
。
蓋
し
六
合
の
中
心
な
ら
ん
か
。
厥
の
飛
び
降
る
者
は
、
是
を
饒
速
日

け
だ

そ

く
だ

こ
れ

ニ
ギ
ハ
ヤ

ヒ

〈
そ
こ
に
向
か
い
都
を
創
ろ
う
！
〉

〈
道
理
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。〉

と
謂
ふ
か
。
何
ぞ
就
き
て
都
せ
ざ
ら
む
」
と
。
諸

の
皇
子
對
へ
て
曰
は
く
、
「
理
實
に
灼

然
た
り
。
我

い

ゆ

も
ろ
も
ろ

み

こ

こ
た

い

じ
つ

し
や
く
ぜ
ん

〈
ず
っ
と
そ
う
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
〉

も
恆
に
以
て
念
と
爲
す
。
早

に
行
ひ
た
ま
へ
」
と
。

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
、
即
位
前
紀
甲
寅
年
）

つ
ね

も
つ

な

す
み
や
か

■
東

の
方
へ
―
―

ひ
む
が
し

か
た

◯
十
月
五
日
、
東
に
向
け
て
出
発
。
「
速

吸
之
門
」(

豊
予
海
峡
？)

で
漁
師
「
珍

彦
」
帰
服
。「
椎
根
津
彦
」
と
名
づ
け
、
船

ハ
ヤ
ス
ヒ
ナ

ト

ウ
ヅ
ヒ
コ

シ
イ
ネ

ツ
ヒ
コ

団
の
導
き
手
と
す
る
。
さ
ら
に
進
み
、｢
菟
狭｣

(

大
分
県
宇
佐
市)

に
至
る
。｢

菟
狭
津
彦｣

・｢

菟
狭
津
媛｣

、
磐
余
彦
を
饗
応
。

ウ

サ

ウ

サ

ツ
ヒ
コ

ウ

サ

ツ
ヒ
メ

イ
ハ
レ
ヒ
コ

◯
十
一
月
九
日
、｢

岡

水
門｣
(

福
岡
県

遠

賀
郡

芦

屋

町

遠
賀
川
河
口
付
近)

に
至
る
。

ヲ
カ
ノ
ミ
ナ
ト

お
ん
が

あ
し
や
ま
ち

◯
「
安
藝

國
」
の
「
埃

宮
」（
広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
）
に
至
る
。

ア
キ
ノ
ク
ニ

エ
ノ
ミ
ヤ

◯
乙

卯
の
年(

東
遷
二
年
目)

の
三
月
六
日
、｢

吉
備

國｣
に
至
る
。
行

宮

｢

高
島

宮｣

で
船
と
兵
糧
を
蓄
え
る
こ
と
を
企
図
。

き
の
と
う

キ
ビ
ノ
ク
ニ

か
り
み
や

タ
カ
シ
マ
ノ
ミ
ヤ

◯
戊

午

の
年
（
東
遷
五
年
目
）
の
二
月
十
一
日
、
東
に
向
け
、
船
団
出
発
。｢

難

波

碕

｣
(

大
阪
市
中
央
区
上
町
台
地
北
端
～

つ
ち
の
え
う
ま

ナ
ニ
ハ
ノ
サ
キ

北
区
天
満
付
近)

に
至
る
。
浪
の
勢
い
速
し
。｢

浪

速

國

｣

と
名
づ
け
る
。

ナ
ミ
ハ
ヤ
ノ
ク
ニ

○
三
月
十
日
、
河
内
湖
か
ら
大
和
川
を
遡
り｢

河

内
國｣

(

大
阪
府
東
部)
の｢

草

香

邑
靑

雲

白

肩
之
津｣

(

東
大
阪
市
北
東)

カ
フ
チ
ノ
ク
ニ

ク
サ
カ
ノ
ム
ラ
ア
ヲ
ク
モ
ノ
シ
ラ
カ
タ
ノ

ツ

に
至
る
。
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上
「
神
武
天
皇
東
征
要
路
」

（
新
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
①
、
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・

西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守

校
注
・
訳
、
一
九
九
四
年
四
月
、
小
学
館
）

右
「
上
町
台
地
と
難
波
宮
」

（
シ
リ
ー
ズ
遺
跡
を
学
ぶ
『
東
ア
ジ
ア
に
開
か
れ
た
古
代
王
宮

難
波
宮
』

積
山
洋
、
二
〇
一
四
年
八
月
、
新
泉
社
）
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■
生
駒
山
の
戦
い

―
―

「
長
髄
彦
」
第
一
戦

―
―

ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ

V.S.

▽
五
年
に
渡
る
旅
を
経
て
、
河
内
國
に
到
達
し
た
磐
余
彦
！

生
駒
山
脈
を
越
え
れ
ば
、
そ
こ
は
大
和
―
―
。

イ
ハ
レ
ヒ
コ

し
か
し
、
そ
こ
に
は
最
大
の
強
敵
、「
長
髄
彦
」
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。

〈
九
日
〉

(｢

皇
師｣

＝
天
皇
の
軍
勢)

(｢

龍
田｣

＝
生
駒
山
脈
の
最
南
端
の
古
称)

夏
四
月
の
丙

申

の
朔

の
甲

辰
、
皇
師

、
兵
を
勒

へ
、
歩
き
て
龍
田
に
趣

く
。
而
れ
ど
も
其

ひ
の
え
さ
る
の

つ
き
た
ち

き
の
え
た
つ

み

い
く
さ

と
と
の

タ
ツ

タ

お
も
む

し
か

〈
道
は
狭
く
、
け
わ
し
く
て
、
兵
達
は
並
ん
で
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。〉

〈
東
に
進
ん
で
〉

の
路
狹
く
嶮

し
く
し
て
、
人
並
び
行
く
こ
と
を
得
ず
。
乃

ち
還
り
て
更
に
東

し
て
膽
駒

山
を
踰
え
、

み
ち
せ
ま

さ
が

す
な
は

ひ
む
が
し

イ

コ
マ
ノ
ヤ
マ

こ

(｢

中
州｣

＝
大
和
国
の
内
部)

(

や
っ
て
き
た
理
由
は
、)

中

洲
に
入
ら
む
と
す
。
時
に
、
長

髓

彦

聞
き
て
曰
は
く
、
「
夫
れ
、
天

神

の
子
等
の
來
る
所
以
は
、
必

う
ち
つ
く
に

ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ

い

そ

あ
ま
つ
か
み

こ

た
ち

き
た

ゆ

ゑ

〈
我
が
国
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
〉

(｢

孔
舍
衞
坂｣

＝
東
大
阪
市
北
東
～
生
駒
山
に
か
け
て
の
坂)

ず
我
が
國
を
奪
は
む
と
な
ら
む
」
と
。
則

ち
、
屬

へ
る
兵
を
盡

く
起
し
て
、
孔
舍
衞
坂
に

徼

り
て
與

す
な
は

し
た
が

こ
と
ご
と

お
こ

ク

サ

ヱ
ノ
サ
カ

さ
へ
き

と
も

〈
肱
と
脛
に
命
中
し
た
。
〉

〈
進
軍
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
〉

に
會
ひ
戰
ふ
。
流
る
る
矢
有
り
て
五
瀬

命

の
肱
脛
に
中
れ
り
。
皇
師

、
進
み
戰
ふ
こ
と
能
は
ず
。
天

あ

イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト

ひ
ぢ
は
ぎ

あ
た

み

い
く
さ

あ
た

す
め
ら

(｢

冲
衿｣

＝
胸
の
内
深
く)

皇

憂

ひ
て
、
乃

ち
、
神
策
を
冲

衿

に
運
め
て
曰
は
く
、
「
今
、
我
は
是

、
日
の
神
の
子
孫
に
し
て
、
日

み
こ
と
う
れ

す
な
は

ち
ゆ
う
き
ん

さ
だ

い

こ
れ

(｢

虜｣

＝
敵
の
蔑
称
。
賊)

〈
天
の
定
め
た
道
に
反
し
て
い
る
。
〉

〈
弱
い
と
見
せ
か
け
て
お
い
て
、
〉(｢

神
祇｣

＝
天
つ
神
・
國
つ
神)

に
向
ひ
て
虜
を
征
つ
は
、
此
天
道
に
逆
ら
ふ
。
退

き
還
り
て
弱
き
こ
と
を
示
し
、
神
祇
を
禮

ひ
祭
り
て
背

り
よ

う

こ
れ

し
り
ぞ

う
や
ま

〈
ご
威
光
を
背
に
受
け
、
そ
の
加
護
を
受
け
て
圧
倒
し
、
踏
み
つ
け
る
の
が
一
番
で
あ
ろ
う
。
〉

〈
刃
を
血
に
染
め
る
こ
と
な
く
、
〉

に
日
神
の
威
を
負
ひ
、
影
に
隨
ひ
て
壓
へ
躡
む
に
若
か
じ
。
此
の
如
く
せ
ば
、
曾

ち
刃

に
血
ら
ず
し
て
、

お
さ

ふ

し

か
く

す
な
は

や
い
ば

ち
ぬ
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〈
賊
は
自
然
と
敗
走
す
る
で
あ
ろ
う
〉

〈
も
っ
と
も
で
す
〉

虜
必
ず
自
づ
か
ら
敗
れ
む
」
と
。
僉
曰
は
く
、
「
然
り
」
と
。
是
に
、
軍
中
に
令

し
て
曰
は
く
、
「
且

を
の

み
な

い

し
か

こ
こ

み
こ
と
の
り

い

し
ば

〈
進
軍
を
止
め
よ
。
こ
れ
以
上
進
ん
で
は
な
ら
な
い
〉

〈
進
ん
で
追
撃
し
て
は
こ
な
か
っ
た
。
〉

ら
く
停

れ
。
復
進
む
べ
か
ら
ず
」
と
。
乃

ち
、
軍
を
引
き
て
還
り
た
ま
ふ
。
虜
亦

敢
へ
て
逼

ら
ず
。
却

と
ど
ま

ま
た

す
な
は

ま
た
あ

せ
ま

か
へ

(｢

草
香
津｣

＝
河
内
湖
湖
畔)

り
て
草

香
津
に
至
り
て
、
盾
を
植
て
て
雄
誥

し
た
ま
ふ
。
因
り
て
、
改
め
て
其
の
津
を
號
け
て
楯
津
と
曰

ク
サ
カ
ノ

ツ

た

を

た
け
び

よ

な
づ

タ
テ

ツ

い

〈(

発
音
が)

訛
っ
た
の
で
あ
る
。
〉

ふ
。
今
、
蓼

津
と
云
ふ
は
訛

れ
る
な
り
。

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
、
即
位
前
紀
戊
午
年
）

タ
デ

ツ

い

よ
こ
な
ま

■
熊
野
を
抜
け
て

―
―

天
つ
神
の
加
護

―
―

▽
長
髄
彦
の
軍
勢
を
前
に
、
手
痛
い
敗
北
を
喫
し
た
磐
余
彦
は
、
泉
南
～
紀
伊
半
島
を
巡
り
、
熊
野
の
山
道
を

イ
ハ
レ
ヒ
コ

抜
け
、
大
和
を
背
撃
し
よ
う
と
謀
り
ま
す
。

◯
五
月
八
日
、「
茅
渟

山

城

水
門
」（
大
阪
府
泉
南
市

男

里

天
神
の
森
付
近
）
に
て
、
五

瀬

命

、
先
の
戦
い
に
お
い
て
、

チ
ヌ
ノ
ヤ
マ
シ
ロ
ノ
ミ
ナ
ト

お
の
さ
と

イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト

流
れ
矢
で
受
け
た
傷
が
悪
化
し
、
薨
去
。「
紀
伊
國

」
の
「
竈

山

」（
和
歌
山
市
和
田
）
ま
で
進
ん
で
葬
送
。

キ

ノ
ク
ニ

カ
マ
ヤ
マ

◯
六
月
二
十
三
日
、
「
名
草

邑

」（
和
歌
山
市
名
草
山
付
近
）
で
「
名
草
戸
畔
」
を
討
つ
。
「
佐
野
」(

新
宮
市
佐
野)

を
越
え
て

ナ

ク
サ
ノ
ム
ラ

ナ

ク
サ

ト

ベ

サ

ノ

「
熊

野

神

邑

」(

熊
野
速
玉
大
社
付
近)

に
至
り
、
「
天

磐

楯
｣
(

新
宮
市
神
倉
山)

に
登
る
。
海
を
渡
る
と
き
、
暴
風
に
遭

ク
マ
ノ
ノ
ミ
ワ
ノ
ム
ラ

ア
マ
ノ
イ
ハ
タ
テ

い
、
海

神
の
心
を
鎮
め
る
た
め
、
稻

飯

命

・
三
毛
入

野

命

、
波
濤
を
踏
ん
で｢

常

世

郷｣
(

海
神
の
世
界)

に
去
る
。

ワ
タ
ツ
ミ

イ
ナ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト

ミ

ケ
イ
リ
ノ
ノ
ミ
コ
ト

ト
コ
ヨ
ノ
サ
ト

（
以
下
、『
日
本
書
紀
』
の
所
伝
を
現
代
語
訳
で
示
す
。
現
代
語
訳
は
、
中
公
文
庫
『
日
本
書
紀
』〈
井
上
光

貞

監
訳
、
川

副

武

胤

み
つ
さ
だ

か
わ
ぞ
え
た
け
た
ね
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・
佐
伯

有

清

訳
、
二
〇
二
〇
年
六
月

※
初
出

一
九
八
七
年
三
月
〉
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。
以
下
、
同
。）

さ
え
き
あ
り
き
よ

こ
う
し
て
、
天
皇
は
た
だ
一
人
、
皇
子
手
研
耳

命

と
、
軍
を
ひ
き
い
て
進
み
、
熊
野
の
荒

坂

津
〔
別
名
、

(

神
武)

タ

ギ
シ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

ア
ラ
サ
カ
ノ

ツ

丹
敷

浦
〕
に
到
着
さ
れ
た
。
こ
こ
で
丹
敷

戸
畔
と
い
う
女

賊

を
誅
殺
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
と
き
、
神
が
い

ニ

シ
キ
ノ
ウ
ラ

ニ

シ
キ
ノ

ト

ベ

に
よ
ぞ
く

て
、
毒
気
を
吐
い
て
、
人
々
は
す
べ
て
病
み
伏
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
皇
軍
は
起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
す
る
と
こ
こ
に
熊
野
の
高

倉
下
と
い
う
人
物
が
い
た
。
こ
の
人
物
の
そ
の
夜
の
夢
に
、
天

照

大

神

タ
カ
ク
ラ

ジ

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ
ミ

が
武

甕

雷

神

に
、
「
葦

原

中

国

は
い
ま
な
お
さ
や
げ
り
な
り
（
さ
わ
が
し
い
よ
う
だ
）
。
お
ま
え
が
ま
た
行

タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
カ
ミ

ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク
ニ

っ
て
征
伐
し
て
ま
い
れ
」
と
仰
せ
ら
れ
る
と
、
武
甕
雷
神
は
お
答
え
し
て
、
「
私
が
ま
い
り
ま
せ
ん
で
も
、
私
が
国

を
平
ら
げ
た
剣
（
国
譲
り
の
交
渉
に
、
こ
の
神
が
出
雲
に
た
ず
さ
え
ら
れ
た
剣
の
こ
と
）
を
下
せ
ば
、
国
は
自
然
に

平
ら
ぐ
こ
と
と
存
じ
ま
す
」
と
申
し
上
げ
た
。
天
照
大
神
は
、
「
諾
な
り
（
よ
か
ろ
う
）
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。

う
べ

そ
こ
で
武
甕
雷
神
は
、
こ
ん
ど
は
高
倉

（
下
）
に
、「
私
の
剣
を
韴

霊

と
い
う
が
、
い
ま
こ
れ
を
お
前
の
庫

タ
カ
ク
ラ
ジ

フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ

く
ら

の
な
か
に
置
こ
う
。
こ
の
剣
を
も
っ
て
天
孫
に
献
上
せ
よ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
高
倉
（
下
）
は
、
「
は
い
は
い
」
と

お
答
え
し
た
と
思
っ
た
ら
眼
が
さ
め
た
。

朝
は
や
く
起
き
て
、
夢
の
中
の
神
の
教
え
の
と
お
り
に
庫
を
あ
け
て
み
る
と
、
は
た
し
て
天
か
ら
落
と
さ
れ
た
一

ふ
り
の
剣
が
さ
か
さ
ま
に
庫
の
底
板
に
立
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
天
皇
に
献
上
し
た
。
そ
の
と
き
、
天
皇
は
よ

く
ね
む
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
た
ち
ま
ち
め
ざ
め
て
、
「
余
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
長
寝
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
」
と
仰
せ
ら

れ
た
。
つ
い
で
毒
気
に
あ
て
ら
れ
た
士
卒
は
す
べ
て
め
ざ
め
て
起
き
出
し
た
。

さ
て
皇
軍
は
内

国
に
進
ん
で
行
こ
う
と
し
た
が
、
山
中
が
け
わ
し
く
て
、
軍
の
通
れ
る
道
が
な
く
、
そ
の
た
め

う
ち
つ
く
に
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進
む
こ
と
も
退
く
こ
と
も
で
き
な
い
で
さ
ま
よ
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る
夜
、
天
皇
が
夢
見
給
う
に
は
、
天
照
大

ゆ
め

み

た
も

神
が
天
皇
に
教
え
ら
れ
て
、
「
私
が
今
頭
八
咫
烏

を
遣
わ
す
か
ら
、
こ
れ
を
先
導
者
と
す
る
が
よ
か
ろ
う
」
と
い

や

た

が
ら
す

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
は
た
し
て
頭
八
咫
烏
が
空
か
ら
飛
び
降
っ
て
き
た
。
天
皇
は
こ
れ
を
御
覧
に
な
っ
て
、
「
こ
の

烏
が
来
た
の
は
瑞
夢
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
き
く
も
ま
た
さ
か
ん
な
皇
祖
天
照
大
神
の
御
徳
よ
。
神
は
こ
う
し
て

ず
い

む

天
つ
日
つ
ぎ
の
大
業
を
助
け
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。

◯
磐
余
彦
、
八
咫
烏
の
先
導
を
受
け
、「
日

臣

命

」（
「
大

伴

」
氏
祖
先
）

イ
ハ
レ
ヒ
コ

ヒ
ノ
オ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

オ
ホ
ト
モ

を
将
軍
と
し
て
「
大
來
目
」
を
率
い
さ
せ
、
遂
に
、
「
菟
田
」（
奈
良
県
宇
陀

オ
ホ
ク

メ

ウ

ダ

市
）
に
到
着
。
磐
余
彦
、
日
臣
命
の
功
績
を
褒
め
、｢

道

臣
」
の
名
を
与

ミ
チ
ノ
オ
ミ

え
る
。

下
「
熊
野
那
智
大
社
の
火
祭
り
」（
二
〇
一
七
年
七
月
十
四
日

撮
影
）
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■
大
和
の
攻
防

▽
立
ち
は
だ
か
る
苦
難
を
、
神
々
の
加
護
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
、
八
咫
烏
の
導
き
に
よ
り
、
磐
余
彦
は
東
方
よ

イ
ハ
レ
ヒ
コ

り
大
和
に
侵
入
す
る
こ
と
に
成
功
！

平
野
部
の
諸
豪
族
た
ち
を
討
ち
従
え
て
ゆ
き
ま
す
。
長
髄
彦
と
の
再
戦

は
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

◯
八
月
二
日
、
菟
田
の
首
長
で
あ
る
「
兄
猾

」
・
「
弟
猾

」
を
招
喚
。
弟
猾
、
兄
が
磐
余
彦
を
新

宮

に
誘
い

エ

ウ
カ
シ

ヲ
ト
ウ
カ
シ

に
ひ
み
や

出
し
て
、
「
機
」
（
踏
め
ば
圧
死
す
る
バ
ネ
仕
掛
け
）
に
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
密
告
。

お
し

〈
は
っ
き
り
と
、
賊
が
危
害
を
加
え
よ
う
と
す
る
心
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、〉

〈
怒
鳴
り
責
め
て
〉

時
に
、
道

臣

命

、
審

に
賊
の
害

は
ん
と
す
る
心
有
る
を
知
り
て
、
大
い
に
怒
り
、
誥
び
嘖
め
て
曰

ミ
チ
ノ
オ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

つ
ま
び
ら
か

そ
こ
な

た
け

せ

い

(｢

い
」・
「
お
れ
」
＝
卑
し
め
の
二
人
称)

は
く
、
虜
よ
、
尒
が
造
れ
る
所
の
屋
は
、
尒
自

ら
居
れ
」
。
因
り
て

劒

を
案
り
弓
を
彎
き
て
、
逼
り
て
催

い

お
れ
み
づ
か

を

つ
る
ぎ

と

ひ

せ
ま

う
な
が

〈
断
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
〉

〈
圧
死
し
た
。
〉

し
入
れ
し
む
。
兄
猾

罪
を
天
に
獲
て
、
事
辭
す
る
所
無
し
。
乃

ち
、
自
ら
機
を
蹈
み
て
壓
死
す
。
時
に
、

エ

ウ
カ
シ

ゑ

こ
と

す
な
は

お
し

ふ

あ
つ

し

(

建
物
か
ら
引
き
出
し
、
並
べ
て
斬
っ
た
。
〉

〈
く
る
ぶ
し
ま
で
浸
か
っ
た
。〉

其
の
屍
を
陳
べ
て
斬
る
。
流
る
る
血
、
踝

を
沒
す
。
故
、
其
の
地
を
號
け
て
、
菟
田
の
血
原
と
曰
ふ
。

な
ら

く
る
ぶ
し

か
れ

な
づ

う

だ

ち

は
ら

い

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
、
即
位
前
紀
甲
寅
年
）

◯
磐
余
彦
、
吉
野
を
視
察
。
湧
き
水
の
中
か
ら
光
る
し
っ
ぽ
の
生
え
た
人
が
出
現
、「
井
光
」
と
名
告
り
帰
順
す
る
。
さ
ら
に
、

イ
ハ
レ
ヒ
コ

ヰ
ヒ
カ

吉
野
川
に
沿
っ
て
西
に
行
き
、「
苞
苴
担
之
子
」（
贄
の
献
上
役
の
青
年
）
と
名
乗
る
漁
師
（
「
養
鸕
部
」
始
祖
）
と
出
会
う
。

ニ
ヘ
モ
ツ

が

こ

ウ
カ
ヒ
ベ
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◯
九
月
五
日
、
菟
田
の
「
高

倉

山
」（
大
宇
陀
守
道
の
山
。
標
高
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
登
り
、
国
内
を
遠
望
。「
國

見

丘

」

タ
カ
ク
ラ
ヤ
マ

も

ち

ク
ニ
ミ
ノ
ヲ
カ

（
宇
陀
市
・
桜
井
市
中
間
に
あ
る
に
経

ヶ
塚

山

か
？
）
に
八
十
梟
師
（
数
多
の
勇
猛
な
士

）「
女
坂
」（
大
宇
陀

宮

奥

き
よ
う

つ
か
や
ま

や

そ
た
け
る

あ
ま
た

を
の
こ

メ
サ
カ

み
や
の
お
く

付
近
）
に
女
軍

、
「
男
坂

」
（
大
宇
陀
半

阪

）
に
男
軍

が
ひ
し
め
き
合
い
、
「
墨

坂
」
（
榛
原
西
方
の
坂
）
に
火
の

め
の
い
く
さ

ヲ
サ
カ

は
ん
さ
か

を
の
い
く
さ

ス
ミ
サ
カ

お
こ
っ
た
炭
が
置
か
れ
て
あ
る
の
を
見
る
。
さ
ら
に
、「
磐

余
邑
」（
香
具
山
北
東
、
桜
井
市
戒

重

付
近
）
に
は
「
兄
磯
城
」

イ
ハ
レ
ノ
ム
ラ

か
い
じ
ゆ
う

エ

シ

キ

の
軍
が
集
結
し
て
い
た
。
こ
の
夜
、
夢
に
神
託
あ
り
。「
天

香

山
」（
香
具
山
）
の
赤
土
（
赤
黄
色
の
粘
土
）
で
平
瓮
八
十
枚
、

ア
メ
ノ
カ
グ
ヤ
マ

は

に

ひ
ら
か
や

そ
ひ
ら

厳
瓮
（
神
酒
を
入
れ
る
聖
な
る
瓶
）
を
造
り
、
天
つ
神
・
國
つ
神
を
祭
り
、
呪
文
を
唱
え
る
よ
う
告
げ
る
。
弟
猾

、
神

い
つ

へ

み

き

か
め

ヲ
ト
ウ
カ
シ

託
の
指
示
を
遂
行
す
る
よ
う
に
進
言
し
、
天
皇
も
こ
れ
を
吉
兆
と
し
て
、
す
ぐ
さ
ま
実
行
に
移
す
。

（
以
下
、
現
代
語
訳
で
所
伝
を
示
す
。）

そ
し
て
、
椎
根
津
彦
に
い
や
し
い
衣
装
と
蓑

笠
を
着
せ
て
、
老
翁
の
姿
に
つ
く
ら
せ
て
、
ま
た
弟
猾
に
箕
を
着

シ
イ

ネ

ツ

ヒ
コ

み
の
か
さ

み

せ
て
老
女
の
姿
を
つ
く
ら
せ
、
二
人
に
命
じ
て
、
「
お
ま
え
た
ち
二
人
は
天
香
山
に
行
っ
て
、
こ
っ
そ
り
頂
上
の
土

を
取
っ
て
帰
っ
て
ま
い
れ
。
国
家
統
治
の
大
業
の
成
否
は
、
お
ま
え
た
ち
の
仕
事
に
か
か
っ
て
い
る
ぞ
。
慎
重
に
頼

む
ぞ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
、
賊
軍
は
道
い
っ
ぱ
い
に
駐
屯
し
て
い
て
、
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
椎
根
津
彦
は
祈
請
を
し

う
け
い

て
、
「
天
皇
が
ほ
ん
と
う
に
こ
の
国
を
統
一
す
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
も
の
な
ら
ば
、
行
く
道
が
自
然
に
通
れ
る

だ
ろ
う
。
反
対
に
、
も
し
天
皇
の
御
平
定
の
事
業
が
不
可
能
な
も
の
な
ら
ば
、
賊
軍
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
よ
う
」
と
言

い
、
言
い
お
わ
る
と
す
ぐ
に
出
か
け
た
。

賊
兵
た
ち
は
二
人
を
見
て
、
大
笑
い
を
し
て
、
「
大
醜

（
な
ん
て
き
た
な
ら
し
い
）
じ
じ
い
、
ば
ば
あ
だ
」
と

あ
な
み
に
く
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言
っ
て
、
み
ん
な
道
を
あ
け
て
二
人
を
通
し
た
。
二
人
は
無
事
に
山
に
着
き
、
土
を
取
っ
て
持
ち
か
え
っ
た
。

◯
磐
余
彦
、
事
の
成
功
を
喜
び
、
早
速
、
平
瓮
・
厳
瓮
を
造
る
。
菟
田
川
の
ほ
と
り
、
朝

原
（
榛
原
丹
生
神
付
近
）
で
呪

イ
ハ
レ
ヒ
コ

ひ
ら
か

い
つ
へ

ア
サ
ハ
ラ

に

ふ

ま
じ
な

い
を
唱
え
る
。「
も
し
平
瓮
を
使
い
、
水
無
く
し
て
飴

（
ア
メ
。
粉
に
水
を
加
え
、
練
り
固
め
て
作
る
）
が
で
き
た
な
ら
ば
、

ひ
ら
か

た
が
ね

天
下
を
平
定
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
言
う
。
飴
、
自
ず
と
で
き
あ
が
る
。
ま
た
、｢

厳
瓮
を
丹
生
の
川
（
菟
田
の
川
の
異
称
）
に

い
つ
へ

ニ

フ

鎮
め
、
魚
が
大
小
問
わ
ず
に
、
酔
っ
て
川
を
槙
の
葉
の
よ
う
に
流
れ
た
な
ら
、
こ
の
国
を
平
定
で
き
る
だ
ろ
う｣

と
言
う
。

ま
き

占
い
成
就
。
神
々
を
祭
る
。

◯
十
月
一
日
、
國

見

丘

に
八
十
梟
師
を
破
る
。
道

臣

命

に
大

來
目
の
戦
士
を
率
い
さ
せ
、
「
忍

坂

邑
」
（
桜
井
市

ク
ニ
ミ
ノ
ヲ
カ

や

そ

た
け
る

ミ
チ
ノ
オ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

オ
ホ
ク

メ

お
さ
か
の
む
ら

忍

阪
）
に
八
十
梟
師
の
残
党
を
呼
び
寄
せ
、
饗
宴
す
る
と
見
せ
か
け
、
殺
す
よ
う
命
じ
る
。
道
臣
命
た
ち
、
忍
坂
に
窖

お
つ
さ
か

や

そ
た
け
る

あ
な
ぐ
ら

を
掘
っ
て
賊
を
歓
待
。
宴
酣

な
る
に
及
ん
で
道
臣
命
の
歌
声
が
響
き
わ
た
る
―
―
、

た
け
な
わ

(｢

さ
は
に｣
＝
た
く
さ
ん)

〈
大
岩
窟
に
〉

人
多
に

入
り
居
り
と
も

下
「
頭
槌
の
大
刀
」

ひ
と
さ
は

を

忍
坂
の

大
室
屋
に

（
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』

オ

サ
カ

お
ほ
む
ろ

や

人
多
に

來
入
り
居
り
と
も

荻
原
浅
男

校
注
・
訳

ひ
と
さ
は

き

い

を

(｢

み
つ
み
つ
し｣

＝
い
か
め
し
い)

一
九
七
三
年
十
一
月

み
つ
み
つ
し

來
目
の
子
等
が

小
学
館
）

ク

メ

こ

ら

(｢

頭
椎｣

・｢

石
椎｣

＝
前
者
は
剣
の
柄
頭
が
塊
状
の
も
の
、
後
者
は
柄
頭
が
石
製
の
も
の)

頭
椎
い

石
椎
い
持
ち

撃
ち
て
し
止
ま
む
！

く
ぶ
つ
つ

い
し
つ
つ

や

歌
声
を
合
図
に
し
て
、
來
目
の
戦
士
た
ち
が
一
斉
に
斬
り
か
か
り
、
賊
を
滅
ぼ
し
た
。

ク

メ
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◯
十
一
月
七
日
、「
兄
磯
城
」・
「
弟
磯
城
」
を
攻
撃
。
八
咫
烏
を
遣
わ
し
、
降
伏
を
勧
告
す
る
も
、
兄
磯
城
従
わ
ず
。
弟
磯
城
は

エ

シ

キ

ヲ
ト
シ

キ

降
り
、
磐
余
彦
に
兄
の
悪
心
を
説
く
。
磐
余
彦
、
弟
磯
城
を
遣
わ
し
、
再
度
降
伏
を
勧
告
す
る
も
、
兄
磯
城
固
く
受
け
ず
。

磐
余
彦
、
菟
田
川
の
水
で
墨
坂
の
火
を
消
し
止
め
て
進
軍
。
兄
磯
城
、
滅
び
る
。

■
「
金
鵄
」
飛
來
す

―
―

「
長
髄
彦
」
第
二
戦

―
―

き
ん

し

ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ

V.S.

▽
大
和
平
野
を
制
圧
し
た
磐
余
彦
―
―
、
陽
の
光
を
背
に
、
長
髄
彦
と
い
ざ
、
決
戦
！

イ
ハ
レ
ヒ
コ

ひ

〈
四
日
〉

〈
し
き
り
に
戦
う
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
〉

十
有
二
月
の
癸

巳
の
朔

の
丙

申

に
、
皇
師

遂
に
長

髓

彦

を
撃
つ
。
連

に
戰
ひ
て
取
勝
つ
こ
と
能

み
づ
の
と

み

つ
き
た
ち

ひ
の
さ
る

み

い
く
さ

ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ

し
き
り

か

〈
雹
が
降
っ
た
。
〉

〈
黄
金
に
輝
く
神
々
し
い
鵄
が
〉

(｢

弭｣

＝
弓
の
両
端
部
分)

は
ず
。
時
に
、
忽
然
に
天
陰
り
氷

雨
る
。
乃

ち
、
金
色
の
靈
し
き
鵄
有
り
て
、
飛
び
來
り
て
皇
弓
の
弭

に
は
か

く
も

こ
ほ
り

ふ

す
な
は

く

が
ね

く
す

と
び

き
た

は
ず

(｢

軍
卒｣

＝｢

卒｣

は
〈
歩
〉
兵)

に
止
る
。
其
の
鵄
光
り
曄
煜
き
て
、
状
流

電
の
如
し
。
是
に
由
り
て
、
長
髓
彦
が
軍
卒
、
皆
迷
ひ
眩
ひ
て
、

と
ま

て

か
か
や

い
な
づ
ま

こ
れ

よ

ま
ど

〈
二
度
と
力
を
尽
く
し
て
戦
う
こ
と
は
無
か
っ
た
。
〉

〈
瑞
祥
を
〉

復
力
戰
せ
ず
。
長
髓
は
是
邑
の
本
の
號
な
り
。
因
り
て
、
亦
以
て
人
の
名
と
す
。
皇
軍

の
、
鵄
の
瑞
を

ま
た

こ
れ
む
ら

も
と

な

ま
た
も
つ

み

い
く
さ

(｢

鵄
邑｣

＝
奈
良
市
鳥
見
町
付
近
か
？)

得
る
に
及
び
て
、
時
の
人
仍
り
て
鵄

邑
と
號

く
。
今
、
鳥
見
と
云
ふ
は
、
是

訛
れ
る
な
り
。
昔
、
孔
舍
衞

よ

ト
ビ
ノ
ム
ラ

な
づ

ト

ミ

こ
れ
な
ま

ク

サ

ヱ

〈
こ
の
こ
と
を
心
に
含
み
持
っ
て
、
常
に
怒
り
と
恨
み
を
抱
き
な
さ
っ
て
い
た
。
〉

の
戰
ひ
に
、
五

瀬

命

、
矢
に
中

り
て
薨

じ
ぬ
。
天
皇

之

を
銜

み
も
ち
て
常
に
憤

懟

を
懷

き
た
ま

イ
ツ
セ
ノ
ミ
コ
ト

あ
た

こ
う

す
め
ら
み
こ
と
こ
れ

ふ
く

い
か
り
う
ら
み

い
だ
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〈
戦
役
〉

〈
誅
殺
し
尽
く
そ
う
と
思
う
。
〉

〈
お
歌
い
に
な
っ
た
こ
と
に
は
、〉

ふ
。
此
の
役
に
至
り
て
誅
す
る
こ
と
を
窮
め
む
と
意
ふ
。
乃
ち
、
御
謠

し
て
曰
は
く
、

こ

え
き

き
は

お
も

み

う
た
よ
み

い

〈
垣
根
の
本
に
〉
〈
粟
の
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
臭
う
ニ
ラ
が
一
本
、
そ
の
ニ
ラ
の
根
か
芽
ま
で
全
て
〉

み
つ
み
つ
し

來
目
の
子
等
が

垣
本
に

粟
生
に
は

韮

一
本

其
の
が
本

其
根
芽
繋
ぎ
て

ク

メ

こ

ら

か
き
も
と

あ
は

ふ

か
み
ら
ひ
と
も
と

も
と

そ

ね

め

つ
な

〈
引
き
抜
く
よ
う
に
撃
ち
滅
ぼ
し
て
し
ま
お
う
！
〉

撃
ち
て
し
止
ま
む
！

や

〈
歌
っ
て
言
っ
た
こ
と
に
は
、
〉

又
謠
ひ
て
曰
は
く
、

う
た

い

〈
垣
根
の
本
に
植
え
た
山
椒
、
そ
の
山
椒
を
食
べ
る
と
口
ピ
リ
ピ
リ
〉

み
つ
み
つ
し

來
目
の
子
等
が

垣
本
に

植
ゑ
し
山

椒

口
疼
く

ク

メ

こ

ら

か
き
も
と

は
じ
か
み

ひ
び

〈
そ
の
痛
み
が
疼
く
よ
う
に
、
私
は
［
兄
の
死
を
］
忘
れ
ぬ
ぞ
！
〉

我
は
忘
れ
ず

撃
ち
て
し
止
ま
む
！

〈
戦
い
の
際
に
歌
っ
た
者
を
〉

因
り
て
、
復
兵
を
縱
ち
て
急

に
攻
む
。
凡
て
諸

の
御
謠
は
、
皆
來
目
歌
と
謂
ふ
。
此
は
歌
へ
る
者
を

よ

ま
た

は
な

す
み
や
か

す
べ

も
ろ
も
ろ

み

う
た

ク

メ

ウ
タ

こ

〈
指
し
て
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
〉

〈
軍
使
〉

的
取
し
て
名
く
る
な
り
。
時
に
、
長
髓
彦
、
乃

ち
行
人
を
遣

し
て
、
天
皇
に
言
ひ
て
曰
は
く
、
「
嘗
て
、

さ

な
づ

す
な
は

つ
か
ひ

つ
か
は

い

か
つ

〈
天
よ
り
こ
の
地
に
降
り
、
鎮
ま
り
な
さ
れ
た
。
〉

天

神
の
子
有
り
て
、
天

磐
船
に
乘
り
て
、
天
よ
り
降
り
止

る
。
號
け
て
櫛
玉
饒
速
日
命

と
曰
ふ
。

あ
ま
つ
か
み

ア
メ
ノ
イ
ハ
フ
ネ

く
だ

と
ど
ま

な
づ

ク
シ
タ
マ
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト

い



- 15 -

(｢

い
ろ
も｣

＝
同
母
妹)

是
吾
が
妹

、
三
炊

屋
媛
、
亦
の
名
は
長

髓
媛
、
亦
の
名
は
鳥
見
屋
媛
と
娶
ひ
て
、
遂
に
兒
息
有
り
。
名

こ
れ

わ

い
ろ
も

ミ

カ
シ
キ

ヤ

ヒ
メ

ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
メ

ト

ミ

ヤ

ヒ
メ

あ

み

こ

〈
我
が
君
と
し
て
お
仕
え
申
し
上
げ
て
い
る
。
〉

を
ば
可
美
眞
手
命

と
曰
ふ
。
故

、
吾
、
饒
速
日
命
を
以
て
、
君
と
し
て
奉
へ
ま
つ
る
。
夫
れ
、
天

神
の

ウ
マ
シ

マ

デ
ノ
ミ
コ
ト

い

か
れ

わ
れ

も
つ

つ
か

そ

あ
ま
つ
か
み

〈
ど
う
し
て
、
二
つ
の
種
族
が
あ
る
か
〉
〈
ど
う
し
て
、
天
つ
神
の
子
な
ど
と
偽
っ
て
人
の
國
を
奪
う
の
か
？
〉

〈
心
の
内
で
推
理
す
る
に
、
〉

子
、
豈
兩
つ
の
種
有
ら
む
や
。
奈
何
ぞ
更
に
天

神
の
子
と
稱
し
て
、
人
の
地
を
奪
ふ
。
吾
、
心
に
推
せ
ば
、

あ
に
ふ
た

い
か
ん

あ
ま
つ
か
み

く
に

お

〈
絶
対
に
正
し
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
〉

〈
磐
余
彦
が
言
っ
た
こ
と
に
は
、〉

必
ず
し
も
信

と
は
な
さ
ず
」
と
。
曰
は
く
、
「
天
神
の
子
、
亦

多
く
あ
り
。
汝
が
君
と
す
る
所
、
是

實

に

ま
こ
と

い

ま
た

こ
れ
ま
こ
と

〈
そ
の
証
が
あ
る
は
ず
だ
。
見
せ
て
み
よ
。
〉

(｢

羽
〻
矢｣

＝
ハ
ハ
は
大
蛇
。
大
蛇
を
も
射
殺
す
矢)

天

神
の
子
な
ら
ば
、
必
ず
表
物
有
ら
む
。
相
示
せ
」
と
。
長
髓
彦
、
即

ち
、
饒
速
日
命

の
天

羽
〻
矢

あ
ま
つ
か
み

し
る
し

す
な
は

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト

ア
メ
ノ

ハ

ハ

ヤ

(｢

靫｣

＝
背
に
負
う
、
矢
を
入
れ
る
道
具)

〈
そ
な
た
の
言
っ
た
こ
と
は
真
で
あ
っ
た
。
〉

一
隻
及
び
歩
靫
を
取
り
て
、
天
皇
に
奉
り
示
す
。
天
皇
、
覽
じ
て
曰
は
く
、
「
事
虚

な
ら
ず
」
と
、

還
り

ひ
と

は

か
ち
ゆ
き

い
つ
は
り

〈
身
に
つ
け
た
〉

〈
天
つ
神
の
印
〉

て
御
ふ
所
の
天

羽
〻
矢
一
隻
及
び
歩

靫
を
以
て
、
長
髓
彦
に
賜
ひ
示
す
。
長
髓
彦
、
其
の
天

表

を
見

つ
か

ア
メ
ノ

ハ

ハ

ヤ

ひ
と

は

か
ち
ゆ
き

も
つ

あ
ま
つ
し
る
し

(｢

踧
踖｣

＝
畏
れ
敬
う
こ
と)

〈
武
器
〉

〈
そ
の
形
勢
を
途
中
で
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。〉

て
、
益

踧

踖
を
懷
く
。
然
れ
ど
も
、
凶
器

已
に
構
へ
て
、
其
の
勢

、
中
に
休
む
こ
と
を
得
ず
。
而

ま
す
ま
す
し
ゆ
く
せ
き

い
だ

し
か

つ
は
も
の
す
で

い
き
ほ
ひ

し
か

(｢

迷
圖｣

＝
誤
っ
た
考
え)

(｢

慇
懃｣

＝
痛
く
心
配
す
る)

し
て
、
猶

迷
圖
を
守
り
て
、
復
改
む
る
意

無
し
。
饒
速
日
命
、
本
よ
り
天

神
慇
懃
に
す
る
は
、
唯
天

な
ほ
め
い

と

ま
た

こ
こ
ろ

あ
ま
つ
か
み
い
ん
ぎ
ん

た
だ

〈
こ
の
お
方
だ
け
で
は
な
い
か
と
知
っ
て
い
た
。
〉

〈
天
性
は
人
に
従
わ
ず
、
〉

〈
神
と
人
と
の
分
際
を
考
え
て
〉

孫
是
の
み
な
ら
ん
か
と
知
れ
り
。
且
つ
夫
の
長
髓
彦
の
稟
性
愎
り
很
ら
ひ
、
教
へ
て
天
人
の
際

を
以
て

こ
れ

か

そ

ひ
ん
せ
い
も
と

さ
か

あ
ひ
だ

も
つ
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〈
行
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
い
と
見
て
、
〉

〈
軍
勢
を
率
い
て
投
降
し
た
。
〉

す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
見
て
、
乃

ち
殺
し
つ
。
其
の
衆
を
帥
ゐ
て
歸
順
ふ
。
天
皇

、
素
よ
り
饒
速
日
命

す
な
は

ひ
き

ま
つ
ろ

す
め
ら
み
こ
と

も
と

〈
忠
義
の
功
績
を
立
て
た
。
〉

は
、
是
天
よ
り
降
れ
る
者
と
聞
く
。
而
し
て
、
今
果
し
て
忠
效
を
立
つ
。
則
ち
褒
め
て
寵
み
た
ま
ふ
。
此
物

部

こ
れ

く
だ

し
か

め
ぐ

こ
れ
モ
ノ
ノ
ベ
ノ

〈
遠
い
祖
先
で
あ
る
。
〉

氏
の
遠
つ
祖
な
り
。

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
、
即
位
前
紀
戊
午
年
）

ウ
ヂ

と
ほ

お
や

■
凱
旋
と
即
位

(

長
髄
彦
を
破
り
、
つ
い
に
大
和
を
平
定
し
た
磐
余
彦
―
―
、
畝
傍
山
東
南
の
橿
原
に
宮
を
造
営
し
、「
事
代

イ
ハ
レ
ヒ
コ

ウ
ネ
ビ
ヤ
マ

カ
シ
ハ
ラ

コ
ト
シ
ロ

主

神

」
〈
大
和
高
市
郡

の
神
〉
の
子
で
あ
る
「
媛
蹈
鞴
五
十
鈴
媛

命

」
を
正
妃
（
第
一
婦
人
）
と
し

ヌ
シ
ノ
カ
ミ

ヤ
マ
ト
タ
ケ
チ
ノ
コ
ホ
リ

ヒ
メ
タ
タ
ラ

イ

ス
ズ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

て
、
辛
酉
の
年
に
即
位
す
る
。
第
一
代
神
日
本
磐
余
彦

天
皇

、
漢
風
諡
号
「
神
武
天
皇
」
の
誕
生
で
あ

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ハ
レ
ヒ
コ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

る
）

(｢

辛
酉
の
年｣

＝
東
遷
八
年
目
に
当
た
る)

辛

酉
の
年
の
春
正
月
の
庚

辰
の
朔

に
、
天
皇
、
橿
原

宮
に
帝
位
に
即
く
。
是
歳
を
天
皇
の
元
年

か
の
と
と
り

か
の
え
た
つ

つ
き
た
ち

カ
シ
ハ
ラ
ノ
ミ
ヤ

つ

こ
の
と
し

と
す
。
正
妃
を
尊
び
て
皇
后
と
す
。
皇
子
、
神
八
井
命

・
神
渟
名
川
耳

尊

を
生
む
。
故
、
古
語
に
稱

カ
ム

ヤ

ヰ
ノ
ミ
コ
ト

カ
ム

ヌ

ナ

カ
ハ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

か
れ

ふ
る
こ
と

た
た

へ
て
曰
は
く
、「
畝
傍
の
橿
原
に
、
宮
柱

底
つ
磐
の
根
に
太
立
て
、
高
天
原
に
搏
風
峻
峙
り
て
、
始
馭
天
下

い

ウ
ネ
ビ

み
や
は
し
ら
そ
こ

い
は

ふ
と
し
き

タ
カ
マ
ノ
ハ
ラ

ち

ぎ

た
か
し

は
つ
く
に
し
ら
す
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天
皇

」
と
號
け
て
神
日
本
磐
余
彦
火
〻
出
見
天
皇

と
曰
ふ
。

す
め
ら
み
こ
と

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ハ
レ
ヒ
コ

ホ

ホ

デ

ミ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

い

(

『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
、
神
武
天
皇
即
位
元
年)

「
畝
傍
山
」
遠
景

（
図
説
日
本
の
古
典
『
萬
葉
集
』
、
伊
藤
博
・
上
原
和
・
黛
弘
道

編
、

一
九
七
八
年
三
月
、
集
英
社
）
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